
「
ビ
タ
カ
リ
ッ
プ
分
遣
隊
へ
帰
れ
。
あ
と
、
隊
長
の
レ
タ
ー

に
書
い
て
あ
る
の
で
分
か
る
」

と
の
こ
と
「
さ
て
は
、
先
の
飛
行
機
の
ビ
ラ
通
り
か
。
そ
う
い

え
ば
、
今
日
は
通
る
敵
機
も
少
な
く
、
何
と
な
く
静
か
だ
な
」

と
二
人
で
話
し
一
応
ビ
タ
カ
リ
ッ
プ
の
隊
へ
帰
ろ
う
と
、
そ
の

憲
兵
ボ
ー
イ
と
一
同
帰
る
こ
と
に
し
た
。

分
遣
隊
も
狐
か
狸
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
格
好
で
あ
っ
た
が
、

分
隊
か
ら
の
連
絡
で
結
局
、
敗
戦
停
戦
の
連
絡
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
原
田
上
等
兵
と
二
人
で
心
か
ら
喜
び
合
い
、
長
谷
川

少
佐
に
も
感
謝
し
、
最
大
の
謝
礼
は
天
皇
陛
下
に
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
る
気
持
ち
だ
っ
た
。
南
陸
相
の
「
最
後
の
一
兵
ま

で
戦
う
べ
し
」
と
つ
い
一
週
間
前
宣
言
し
た
の
を
、
陛
下
の

「
戦
い
を
止
め
よ
」
の
ご
一
言
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
の
だ
。

一
日
遅
れ
て
ワ
ラ
ン
ゴ
イ
河
を
渡
っ
て
い
た
ら
、
敗
戦
の
連

絡
は
届
く
筈
も
な
く
、
恐
ら
く
二
人
も
ボ
ー
イ
も
皆
戦
死
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
生
き
て
帰
れ
て
本
当
に
有
り
難
い
こ
と

だ
っ
た
。

ラ
バ
ウ
ル
や
そ
の
外
、
南
方
諸
島
で
戦
死
し
た
戦
友
達
に
は
、

心
か
ら
冥
福
を
お
祈
り
い
た
す
次
第
で
す
。
合
掌
。

南
方
抑
留
レ
ン
バ
ン
島
　 

大
分
県
　
羽
田
野
正
義
　 

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
日
に
臨
時
召
集
に
よ
り
西
部
第
二
十

一
部
隊
に
応
召
。
第
一
期
検
閲
終
了
後
十
月
二
十
六
日
動
員
下

令
、
歩
兵
第
百
二
十
三
連
隊
第
一
大
隊
第
二
中
隊
に
編
入
、
十

月
二
十
九
日
編
成
完
結
。
十
月
三
十
一
日
熊
本
屯
営
出
発
、
十

一
月
一
日
門
司
港
出
帆
、
乗
船
は
「
福
洋
丸
」
三
千
ト
ン
、
船

団
九
隻
、
豪
北
派
遣
静
第
一
一
九
六
二
部
隊
吉
瀬
隊
早
坂
隊
、

指
揮
小
隊
観
測
三
番
（
野
戦
重
砲
測
遠
機
手
）
が
私
の
任
務
で

あ
っ
た
。
二
等
兵
。

夏
衣
袴
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
南
方
に
行
く
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
も
の
と
思
う
。

台
湾
高
雄
を
過
ぎ
て
台
風
が
接
近
。
バ
シ
ー
海
峡
付
近
で
は

台
風
に
巻
き
込
ま
れ
大
変
だ
っ
た
。
船
中
は
暑
さ
厳
し
く
汗
は

通
路
を
流
れ
る
程
。
お
ま
け
に
Ａ
型
パ
ラ
チ
フ
ス
、
Ｂ
型
パ
ラ



チ
フ
ス
が
発
生
、
将
兵
の
大
部
分
は
患
者
と
な
っ
た
。
前
甲
板

に
特
設
さ
れ
た
左
右
二
十
か
所
の
ト
イ
レ
前
は
二
十
人
、
三
十

人
の
行
列
と
な
り
、
し
き
り
に
起
こ
る
便
意
に
は
百
万
の
敵
を

も
恐
れ
ぬ
将
兵
も
ほ
と
ほ
と
困
り
抜
い
た
。

か
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
東
海
岸
か
ら
奴
隷
狩
り
を
し
て
連
れ
て

帰
っ
た
船
の
中
は
こ
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
兵
の
乗
る

所
は
貨
物
船
の
中
に
板
で
三
段
に
も
四
段
に
も
棚
を
か
け
、

座
っ
て
も
頭
が
つ
か
え
る
程
度
。
潜
水
艦
を
よ
け
る
た
め
大
陸

沿
岸
を
遠
回
り
し
た
た
め
か
、
門
司
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
入
港

ま
で
二
十
四
日
間
を
要
し
た
。
普
通
は
七
日
な
い
し
八
日
位
、

ま
さ
に
こ
の
世
の
地
獄
で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
四
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
入
港
、
パ
シ
ル
パ
ン
ジ
ャ

ン
兵
站
宿
営
、
休
養
し
体
力
の
回
復
に
つ
と
む
。
初
め
て
踏
む

南
方
の
土
地
、
花
や
植
物
の
色
の
鮮
明
さ
に
は
眼
が
覚
め
る
程

で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
九
日
同
港
出
帆
、
十
二
月
二
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
寄

港
、
タ
ン
ジ
ョ
ン
ベ
ラ
宿
営
、
十
二
月
五
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
発
、

汽
車
で
ス
ラ
バ
ヤ
へ
、
ジ
ャ
ワ
の
汽
車
は
割
れ
木
を
焚
い
て
走

る
の
で
夜
な
ど
花
火
を
あ
げ
な
が
ら
走
る
よ
う
だ
。
う
っ
か
り

す
る
と
腕
や
足
に
火
の
粉
が
と
ん
で
来
て
や
け
ど
を
す
る
。
駅

は
す
ば
ら
し
く
大
き
く
立
派
、
軍
用
列
車
へ
の
歓
迎
も
盛
ん
で

あ
っ
た
。
十
二
月
六
日
ス
ラ
バ
ヤ
着
、
南
兵
営
宿
泊
。
ス
ラ
バ

ヤ
は
大
き
く
賑
や
か
な
町
で
あ
る
。

次
に
行
く
ス
ン
バ
島
は
最
前
線
、
広
さ
は
四
国
位
、
町
ら
し

き
町
も
な
け
れ
ば
店
も
な
い
。
ス
ラ
バ
ヤ
に
長
く
駐
留
し
た
理

由
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
何

で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
つ
き
■
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
驚
く
ほ
ど

安
価
で
あ
る
。
朝
か
ら
外
出
し
腹
一
杯
食
べ
て
飲
ん
で
一
円
に

も
な
ら
な
か
っ
た
。

十
二
月
二
十
二
日
ス
ラ
バ
ヤ
出
帆
。

十
二
月
二
十
六
日
、
ス
ン
バ
島
ワ
イ
ン
ガ
ッ
プ
上
陸
、
カ
ワ

ン
ゴ
宿
営
、
揚
陸
作
業
。

昭
和
十
九
年
一
月
一
日
ハ
ウ
マ
ラ
に
て
新
年
を
迎
え
る
。
門

司
出
帆
以
来
五
十
六
日
で
目
的
地
到
着
、
こ
こ
が
墓
地
に
な
る

か
も
知
れ
ぬ
。
一
等
兵
に
進
級
す
。

以
後
、
要
所
要
所
に
陣
地
構
築
、
道
路
建
設
、
自
活
農
園
の

経
営
に
汗
を
流
す
。
陣
地
は
山
を
く
り
ぬ
い
て
爆
風
を
避
け
る

た
め
電
光
形
に
掘
る
。
ス
ン
バ
島
は
サ
ン
ゴ
礁
の
島
ゆ
え
岩
が



硬
く
小
さ
い
穴
が
あ
い
て
い
る
の
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
効
か
な

い
、
難
工
事
で
あ
っ
た
。
六
月
に
上
等
兵
に
進
級
。

島
に
は
馬
が
何
万
頭
と
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
大
部
分
が
■
長

の
所
有
ら
し
い
。
■
長
の
娘
と
結
婚
し
た
い
者
は
馬
な
ら
三
百

頭
、
水
牛
な
ら
五
百
頭
を
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本

の
兵
隊
さ
ん
な
ら
馬
も
牛
も
い
ら
な
い
と
言
っ
た
。

輸
送
船
の
中
で
教
育
を
受
け
た
。
島
に
は
サ
ソ
リ
が
い
る
。

刺
さ
れ
た
ら
死
ぬ
。
現
地
人
は
左
の
手
を
不
浄
の
手
と
し
て
い

る
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
左
手
で
た
た
い
た
り
、
な
で
た

り
す
る
な
と
言
わ
れ
た
。
島
に
着
い
て
注
意
し
て
見
る
と
、
木

に
サ
ソ
リ
が
登
っ
て
い
る
。
石
を
は
ぐ
れ
ば
下
に
い
る
。
い
つ

か
石
を
か
か
え
よ
う
と
手
を
差
し
込
ん
だ
ら
サ
ソ
リ
に
や
ら
れ

た
。
下
駄
を
は
い
て
入
る
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
を
掃
除
し
よ
う
と

し
た
ら
、
そ
の
ふ
ち
に
い
て
刺
さ
れ
た
が
死
な
な
か
っ
た
。
半

日
位
手
が
し
び
れ
た
位
、
小
さ
な
サ
ソ
リ
だ
っ
た
か
ら
か
も
知

れ
な
い
。

十
号
演
習
参
加
、
昭
和
二
十
年
一
月
兵
長
に
な
る
。

戦
局
好
転
せ
ず
、
内
地
を
守
る
時
を
か
せ
ぐ
た
め
南
方
に
展

開
し
て
い
る
将
兵
を
マ
ラ
イ
に
集
結
、
一
大
決
戦
を
い
ど
む
と

い
う
主
旨
ら
し
い
。

我
が
部
隊
は
二
月
十
四
日
ス
ン
バ
島
を
出
発
、
島
づ
た
い
に

マ
ラ
イ
に
向
か
っ
た
。
ダ
イ
ハ
ツ
で
海
を
渡
る
時
敵
潜
水
艦
が

浮
上
、
攻
撃
を
受
け
戦
友
八
名
と
馬
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
ス
ン

バ
ワ
、
ロ
ン
ボ
ッ
ク
、
バ
リ
島
と
渡
っ
て
行
っ
た
が
、
バ
リ
島

は
世
界
の
楽
園
と
言
わ
れ
物
資
が
豊
富
、
気
候
も
良
く
申
し
分

な
し
。
バ
リ
島
お
ど
り
は
世
界
的
に
有
名
。
二
晩
宿
営
休
養
し

た
。バ
リ
島
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
、
ボ
ゴ
ー
ル
へ
、
ボ
ゴ
ー
ル
に
一
か

月
位
い
た
。
世
界
一
と
言
う
植
物
園
が
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
ボ

ゴ
ー
ル
宮
殿
も
見
学
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
船
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
、
汽
車
で
ジ
ョ

ホ
ー
ル
バ
ー
ル
へ
移
駐
し
た
の
は
、
六
月
二
十
四
日
で
約
四
か

月
を
要
し
た
。

六
月
二
十
九
日
第
七
方
面
軍
（
岡
）
直
轄
砲
兵
隊
に
編
入
、

七
月
三
十
日
ト
ム
ソ
ン
ロ
ー
ド
兵
舎
に
移
駐
。

終
戦
ま
で
、
ク
ワ
ン
タ
ン
に
陣
地
を
構
築
す
る
。
ク
ワ
ン
タ

ン
沖
の
海
戦
で
も
有
名
。
ま
た
こ
こ
は
世
界
で
も
有
名
な
パ
イ

ン
ア
ッ
プ
ル
の
産
地
、
一
望
水
平
線
ま
で
パ
イ
ン
ば
か
り
、
帰



り
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
出
て
汽
車
で
帰
る
（
割
木
汽
車
、

山
火
事
）

。

八
・
一
五
　
終
戦
命
令
。
ト
ム
ソ
ン
ロ
ー
ド
兵
舎
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
放
送
局
の
真
下
に
あ
っ
た
か
ら
玉
音
放
送
は
良
く
聞
き

取
れ
た
。
み
ん
な
泣
い
た
。
中
隊
長
は
涙
な
が
ら
全
員
一
丸
と

な
り
自
重
自
愛
、
今
後
予
想
さ
れ
る
苦
難
に
打
ち
勝
っ
て
日
本

に
帰
ろ
う
と
訴
え
た
。

早
速
、
英
軍
司
令
部
よ
り
命
令
が
来
た
。「
す
べ
て
の
物
を

破
壊
す
べ
か
ら
ず
。
違
反
し
た
者
、
部
隊
は
戦
犯
に
処
す
」

。
中

隊
も
兵
も
不
用
な
も
の
、

問
題
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
焼
い
た
。

中
に
は
な
に
も
か
も
焼
く
兵
も
あ
っ
た
。
軍
用
紙
幣
が
無
効
に

な
る
と
言
う
の
で
み
な
出
し
合
い
代
表
が
武
装
し
て
買
物
に
行

き
、
そ
の
夜
は
や
る
せ
な
い
気
持
ち
の
宴
を
は
っ
た
。
デ
マ
が

飛
び
出
す
の
は
軍
隊
の
常
で
、
翌
朝
四
～
五
人
が
い
な
く
な
っ

た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
油
、
食
糧
、
軽
機
、
弾
薬
を
積
み
マ
ラ
イ
、

中
国
、
朝
鮮
を
通
っ
て
日
本
へ
帰
る
と
言
っ
て
夜
中
に
出
発
し

た
と
い
う
。
結
局
こ
れ
は
マ
ラ
イ
半
島
の
中
ほ
ど
で
共
産
軍
に

押
さ
え
ら
れ
、
兵
だ
け
送
り
返
さ
れ
て
来
た
。

日
本
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
一
角
に
膨
大
な
物
資
と
真
中
に

邦
人
、
軍
属
、
ま
わ
り
に
軍
人
の
集
結
地
を
つ
く
り
復
員
を
待

つ
計
画
で
、
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
た
さ
な
か
に
「
す
べ
て
の

荷
物
を
持
ち
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
陸
橋
を
渡
り
○
○
を
通
過
す
べ
し
。

反
し
た
者
は
戦
時
捕
虜
と
す
る
」
と
い
う
命
令
で
あ
る
。
死
の

行
軍
の
本
間
将
軍
の
報
復
で
あ
る
。
中
隊
で
は
分
隊
ご
と
に
荷

車
を
作
り
、
そ
れ
に
一
切
乗
せ
、
引
っ
張
っ
て
行
軍
し
た
。
そ

の
間
次
か
ら
次
へ
と
出
る
命
令
の
ま
ま
馬
来
半
島
を
北
上
し
た
。

食
糧
は
欠
乏
し
た
。
兵
は
車
で
積
ん
だ
荷
物
か
ら
何
か
を
出

し
、
原
住
民
と
食
糧
の
物
々
交
換
を
し
、
た
け
の
こ
生
活
を
し

た
。
炊
事
は
中
隊
炊
事
、
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
を
し
て
野
草
や
魚
、

何
で
も
食
え
る
物
を
集
め
た
。
朝
バ
ナ
ナ
園
に
行
く
と
デ
ン
デ

ン
虫
が
一
本
の
木
に
何
百
と
登
っ
て
い
る
。
三
人
で
一
組
と
な

り
、
二
人
で
ド
ン
ゴ
ロ
ス
を
担
ぎ
、
一
人
が
袋
の
中
に
こ
そ
ぎ

取
る
。
使
い
道
は
「
タ
ニ
シ
」
と
同
じ
よ
う
に
ゆ
が
い
て
「
お

じ
や
」
な
ど
に
す
る
。
宿
舎
は
川
に
近
い
山
の
中
、
二
人
で
組

ん
で
木
の
葉
を
敷
き
、
一
人
の
天
幕
を
そ
の
上
に
敷
き
、
雨
よ

け
に
一
人
の
テ
ン
ト
を
上
に
張
る
。
夜
ス
コ
ー
ル
で
も
来
る
と

ず
ぶ
濡
れ
、
そ
れ
で
も
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で

あ
る
。



こ
の
行
軍
の
途
中
、
命
令
で
メ
ル
シ
ン
の
兵
営
に
作
業
隊
に

出
た
。
荒
れ
た
兵
営
の
大
掃
除
や
復
旧
作
業
で
、
草
刈
り
や
除

草
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ロ
ー
ラ
ー
引
き
、
材
木
運
搬
と
な
ん
で

も
や
ら
さ
れ
た
。
弾
丸
を
込
め
た
印
度
兵
が
五
人
に
一
人
位
の

割
合
で
監
督
し
、
や
か
ま
し
く
言
う
。
あ
る
日
炊
事
場
附
近
の

除
草
を
し
て
い
る
と
水
筒
を
持
っ
て
こ
ち
ら
に
来
い
と
ゼ
ス

チ
ャ
ー
す
る
。
七
～
八
人
で
行
く
と
ミ
ル
ク
を
一
杯
入
れ
て
く

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
印
度
兵
は
う
ま
く
連
絡
を
と
り
、

要
所
要
所
を
見
張
り
し
て
、
英
軍
将
校
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
（
英
人
は
百
人
に
一
人
ぐ
ら
い
）

。

十
一
月
十
一
日
ク
ル
ア
ン
検
問
所
に
入
る
。
こ
こ
は
大
き
な

飛
行
場
で
あ
る
。
黒
い
テ
ン
ト
、
白
い
テ
ン
ト
が
無
数
に
立
て

ら
れ
て
い
る
。

持
ち
物
の
検
査
が
あ
る
。
最
低
必
需
品
の
み
持
っ
て
よ
い
。

口
頭
尋
問
も
あ
る
。
い
ら
ぬ
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
と
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
み
ん
な
が
黒
か
灰
色
の
テ
ン
ト
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

黒
に
は
最
も
重
い
戦
犯
が
入
れ
ら
れ
る
。
大
変
心
配
し
た
難
関

も
突
破
し
た
。

ク
ル
ア
ン
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
こ
か
ら
船
で
南
へ
、
赤

道
直
下
の
レ
ン
バ
ン
島
へ
、
レ
ン
バ
ン
島
は
無
人
島
で
あ
る
。

面
積
は
大
分
県
朝
地
町
の
広
さ
く
ら
い
、

駐
留
地
は
島
の
北
端
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
踏
み
分
け
て
キ
タ
セ
ン
ブ
に
着
い
た
。
ジ
ャ
ン

グ
ル
を
切
り
払
い
兵
舎
を
建
て
、
自
活
農
園
を
拓
き
英
軍
命
令

に
よ
る
道
路
作
業
に
も
出
る
。
狭
い
レ
ン
バ
ン
島
に
七
万
も
の

兵
隊
が
入
っ
て
来
た
の
で
野
菜
代
用
の
野
草
、
海
草
、
木
の
芽

な
ど
二
～
三
日
で
取
り
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。

自
活
農
園
に
は
、

胡
瓜
、
さ
つ
ま
い
も
、
タ
ピ
オ
カ
な
ど
植
え
た
。

こ
の
島
に
は
第
一
次
大
戦
に
敗
れ
た
ド
イ
ツ
兵
が
抑
留
さ
れ

て
い
た
と
い
う
の
で
、
さ
つ
ま
い
も
も
そ
の
な
ご
り
か
も
知
れ

な
い
。
山
野
を
は
い
ま
わ
っ
て
い
る
蔓
を
切
り
取
っ
て
植
え
れ

ば
よ
い
。
最
も
肝
心
な
米
は
虫
の
つ
い
た
南
方
米
で
、
一
日
百

グ
ラ
ム
、
小
さ
な
湯
の
み
茶
碗
一
杯
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
で
は
と

う
て
い
足
り
な
い
。
み
な
真
剣
に
な
っ
て
栄
養
カ
ロ
リ
ー
の
取

れ
る
魚
、
野
草
、
海
草
な
ど
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
た
。
魚
取

り
で
は
オ
コ
ゼ
に
刺
さ
れ
一
晩
中
う
め
い
て
い
た
下
士
官
も
い

た
。
暑
い
か
ら
日
に
三
回
マ
ン
デ
ー
（
水
浴
）
に
行
く
。
フ
ン

ド
シ
を
広
げ
て
メ
ダ
カ
を
す
く
い
と
る
。

メ
ダ
カ
す
ら
　
何
カ
ロ
リ
ー
と
　
す
く
い
と
り



ト
カ
ゲ
す
ら
　
蒲
焼
き
に
す
る
　
レ
ン
バ
ン
島

カ
ロ
リ
ー
、
カ
ロ
リ
ー
で
明
け
暮
れ
て
い
る
う
ち
、
ほ
と
ん

ど
全
員
栄
養
失
調
と
な
り
、
少
し
の
坂
で
も
何
回
も
立
ち
止
ま

ら
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
。
杖
を
つ
か
ね
ば
歩
け
な
い
。
杖
を
二

本
つ
か
ね
ば
歩
け
な
い
寝
た
き
り
兵
隊
も
多
く
な
っ
た
。
栄
養

失
調
は
恐
ろ
し
い
。
顔
や
足
が
ふ
く
れ
て
く
る
。
力
が
出
な
い
。

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
三
日
レ
ン
バ
ン
島
に
な
が
さ
れ
、
十

二
月
、
一
月
、
二
月
～
三
月
は
最
も
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
。

抑
留
兵
の
健
康
状
態
が
極
め
て
危
険
な
こ
と
を
知
っ
た
英
軍

は
、
太
平
洋
糧
秣
オ
ー
シ
ャ
ン
オ
ペ
レ
ッ
タ
ー
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
日
本
兵
に

支
給
し
て
き
た
。
内
容
品
は
ど
れ
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ
る

が
、
例
を
あ
げ
る
と
煙
草
一
箱
、
マ
ッ
チ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
八
枚
、

チ
ー
ズ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
フ
ル
ー
ツ
バ
ー
ま
た
は
オ
ー
ト

ミ
ー
ル
、
ア
メ
玉
数
個
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
数
個
、
マ
ラ
リ
ア

予
防
薬
、
キ
ニ
ー
ネ
、
胃
腸
薬
丸
薬
、
チ
リ
紙
が
き
ち
ん
と

入
っ
て
い
る
。
ア
ル
ミ
の
四
角
な
缶
詰
と
な
っ
て
い
る
。
英
軍

の
二
食
分
を
日
本
兵
は
三
食
で
食
う
計
算
で
支
給
さ
れ
る
。
こ

の
食
べ
方
は
各
人
の
創
意
工
夫
に
任
さ
れ
、
物
々
交
換
、
さ
て

は
空
き
缶
利
用
の
芸
術
品
、
内
地
へ
の
土
産
品
が
作
ら
れ
、
活

況
を
呈
し
、
健
康
も
回
復
、
明
る
く
な
っ
た
。
自
活
農
園
の
胡

瓜
、
芋
な
ど
も
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
う
れ
し
い
命
令
。

六
月
十
四
日
、
第
二
十
二
船
団
で
千
鳥
港
発
日
本
へ
引
揚
出

帆
。
乗
船
は
リ
バ
テ
ィ
号
（
米
国
戦
時
標
準
型
船
七
千
ト
ン
）

。

こ
の
船
に
乗
る
に
は
病
人
以
外
は
船
首
に
か
け
ら
れ
た
縄
は

し
ご
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
が
ら
く
た
荷
物
を
背
に
、

長
い
は
し
ご
を
登
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
苦
労
で
あ
っ
た
。
途

中
で
力
つ
き
下
の
ダ
イ
ハ
ツ
や
海
に
落
ち
る
。
ま
た
や
り
な
お

す
者
も
い
た
。
私
の
生
涯
で
こ
れ
ほ
ど
苦
労
し
た
こ
と
は
な
い
。

や
っ
と
登
り
つ
い
て
船
室
に
横
た
わ
り
、
や
れ
や
れ
こ
れ
で
日

本
に
帰
れ
る
と
思
う
一
方
、
全
身
か
ら
脂
汗
が
二
～
三
時
間
も

に
じ
み
出
た
。

リ
バ
テ
ィ
ー
号
は
バ
シ
ー
海
峡
を
通
り
、
台
湾
の
東
側
、
陸

地
も
見
え
ず
、
進
む
う
ち
種
子
島
が
左
手
に
、
豊
後
水
道
の
入

口
で
佐
賀
関
の
煙
突
が
見
え
故
郷
に
近
づ
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

船
中
で
伍
長
任
官
。

六
月
二
十
八
日
午
前
九
時
宇
品
上
陸
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
散
布
消
毒

を
受
け
、
三
百
円
と
切
符
を
貰
っ
た
。
び
わ
や
甘
味
品
を
買
っ



て
使
っ
て
し
ま
い
解
散
。
瓦
礫
の
広
島
を
通
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
故

郷
へ
。
二
度
と
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
は
九
分
九
厘
無
い
も
の
と
覚

悟
を
決
め
て
い
た
の
が
不
思
議
に
も
命
な
が
ら
え
帰
っ
て
来
た
。

老
い
た
母
も
健
在
で
あ
っ
た
。
二
番
目
の
姉
の
家
は
義
弟
戦
死
。

三
番
目
の
姉
の
家
は
義
弟
三
名
戦
死
、
妹
は
夫
と
義
弟
戦
死
、

小
さ
い
隣
保
班
で
も
二
人
戦
死
し
た
。

何
百
万
の
若
者
と
巨
額
な
物
資
、
財
産
、
施
設
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
失
っ
た
こ
の
戦
争
、
返
す
返
す
も
遺
憾
千
万
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
一
年
徴
兵
検
査
丙
種
合
格
、
水
泳
は
全
然
だ
め

で
金
づ
ち
、
海
は
苦
手
で
あ
る
が
、
船
に
は
絶
対
酔
わ
な
い
。

そ
れ
に
煙
草
の
味
が
分
か
ら
ず
苦
労
し
な
か
っ
た
。




